
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分で意見の言える身体障害者ならいいかもしれないけど、重度の知的障害、

自閉症の人は、しばらくはグループホームで生活できたとしても、最終的に

は施設入所しかないのでは？」 

そんなふうに思っていませんか？地域での生活を続けたいと思っても、どうすればよいか

わからず、住み慣れた地域を離れざるを得ない障害者がまだ沢山いることは非常に残念な

ことです。しかし、周りの人が本気になれば、どんなに重度の障害を持っていても、地域

生活を継続できる可能性はあります。今回は、その実践をされている方にお話を伺います。 

 

 

日時：平成 27 年 8 月 24 日（月）午前 10 時～正午 

（開場：午前 9 時 30 分） 

場所：東大和市向原市民センター集会室１・２ 

内容：「重度知的障害／自閉の息子の自立 

    ～重度訪問介護を使って地域で暮らす～」 

  講師：岡部耕典（おかべこうすけ）氏 
早稲田大学文化構想学部教授 

元障がい者制度改革推進会議総合福祉部会構成員 

定員：50 人（当日先着順） 

参加費：無料 

主催：東大和市 

東大和市地域自立支援協議会 

皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

手話通訳 
要約筆記あります。 

問合せ：東大和市福祉部障害福祉課 

    電話 042-563-2111 内線 1123 

    FAX 042-563-5928 

E-mail shogaifukushi@city.higashiyamato.lg.jp 


